
正誤表 

 

『この１冊で合格！ 桜子先生の保育士 必修テキスト 下 2026 年版』 

 

本書の記述につき、下記のとおり修正がございました。お詫びとともに訂正させていただきます。

(2025 年 8 月 29 日現在） 

 

訂正箇所 誤 正 

P72 表中 

「こどもの貧

困の解消に向

けた対策の推

進に関する法

律」の基本理

念 

こども施策は、次に掲げる事項を基本理

念として行われなければならない。 

一 全てのこどもについて、個人として

尊重され、その基本的人権が保障され

るとともに、差別的取扱いを受けるこ

とがないようにすること。 

二 全てのこどもについて、適切に養育

されること、その生活を保障されるこ

と、愛され保護されること、その健や

かな成長及び発達並びにその自立が

図られることその他の福祉に係る権

利が等しく保障されるとともに、教育

基本法（平成 18 年法律第 120 号）の

精神にのっとり教育を受ける機会が

等しく与えられること。 

三 全てのこどもについて、その年齢及

び発達の程度に応じて、自己に直接関

係する全ての事項に関して意見を表

明する機会及び多様な社会的活動に

参画する機会が確保されること。 

四 全てのこどもについて、その年齢及

び発達の程度に応じて、その意見が尊

重され、その最善の利益が優先して考

慮されること。 

五 こどもの養育については、家庭を基

本として行われ、父母その他の保護者

が第一義的責任を有するとの認識の

下、これらの者に対してこどもの養育

に関し十分な支援を行うとともに、家

１ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、社会のあらゆる分野において、こ

どもの年齢及び発達の程度に応じて、

その意見が尊重され、その最善の利益

が優先して考慮され、こどもが心身と

もに健やかに育成されることを旨と

して、推進されなければならない。 

２ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、貧困により、こどもがその権利利

益を害され及び社会から孤立するこ

とが深刻な問題であることを踏まえ、

こどもの現在の貧困を解消するとと

もにこどもの将来の貧困を防ぐこと

を旨として、推進されなければならな

い。 

３ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、教育の支援、生活の安定に資する

ための支援、保護者に対する職業生活

の安定と向上に資するための就労の

支援、経済的支援等の施策を、貧困に

より、こどもがその権利利益を害され

及び社会から孤立することのない社

会を実現することを旨として、こども

及びその家族の生活及び取り巻く環

境の状況に応じて包括的かつ早期に

講ずることにより、推進されなければ

ならない。 

４ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、貧困の状況にある者の妊娠から出



庭での養育が困難なこどもにはでき

る限り家庭と同様の養育環境を確保

することにより、こどもが心身ともに

健やかに育成されるようにすること。 

六 家庭や子育てに夢を持ち、子育てに

伴う喜びを実感できる社会環境を整

備すること。 

産まで及びそのこどもがおとなにな

るまでの過程の各段階における支援

が切れ目なく行われるよう、推進され

なければならない。 

５ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、こどもの貧困がその家族の責任に

係る問題としてのみ捉えられるべき

ものではなく、その背景に様々な社会

的な要因があることを踏まえ、こども

の貧困に関する国民の理解を深める

ことを通じて、社会的な取組として推

進されなければならない。 

６ こどもの貧困の解消に向けた対策

は、国及び地方公共団体の関係機関相

互の密接な連携の下に、関連分野にお

ける総合的な取組として行われなけ

ればならない。 

 


